
よなごスマートライフ・プロジェクト推進事業

提案者 米子市、（株）中海テレビ放送、ＮＴＴコミュニケーションズ（株）、国立米子高専、鳥取県

実施地域 鳥取県米子市

事業概要 「鳥取発次世代社会モデル創造特区」で推進しているＥＶ、及びＨＥＭＳ（電力センサ）、
ＴＶテロッパー、太陽光発電、蓄電池、ＥＶ充電スタンド、健康測定センサと、ＣＡＴＶ
網、共通データ管理基盤により、平常時は個人毎の健康管理と節電支援・エネルギー地産
地消、災害時は災害情報の早期提供と電力供給、要援護者支援を行う。

【想定災害】
・平成１２年鳥取県西部地震
・平成２３年豪雪（通称：山陰豪雪）
・平成２３年東北地方太平洋沖地震

自治体（米子市・鳥取県）とケーブルテレビ局、市民が、平常時・災害時にビッ
グデータ及びＩＣＴ（共通ＩＤ・共通プラットフォーム）を活用して連携することで、放
送・通信・エネルギーの融合による新たな生活価値を創出することを目的！



真庭の森林を生かすICT地域づくりプロジェクト

提案者 真庭市、岡山県農林水産総合センター森林研究所、（社）岡山中央総合情報公社、
西日本電信電話株式会社、真庭森林組合、真庭地区木材組合、真庭木材事業協同組合、

真庭バイオマス発電株式会社、真庭システム協議会

実施地域 岡山県真庭市全域

事業概要 「美作材（みまさかざい）」の産地である真庭市の森林保全と資源活用の高度な両立を図ることで、
地域経済の活性化（20億円の産業規模拡大）、雇用の拡大（200名程度の新規雇用創出）、迅速
な災害把握・復旧による資源の保全を実現し、面積の7割を「森」が占める我が国の成熟都市を対
象としたICTスマートタウンの先行モデルを形成する。

②森林の適正管理や施業を支援する森林・林業クラウド②森林の適正管理や施業を支援する森林・林業クラウド

森林の保全と活用の両立
森林整備計画の立案
保安林や林道の適切な管理
森林活用による地域活性化方策の検討。
災害時の山中被害状況把握。

真庭森林組合・真庭木材事業協同組合

森林現地での作業効率化
樹種・樹齢・樹高等の森林情報記録
間伐等の作業記録

平常時・災害時の森林モニタリング
GPSやUAV等のセンサーから収集
平常時：樹木の分布状況
災害時土砂災害、風倒木、雪害等の被
害状況

共通ID（土地）に
よる地理空間情報を

活用した
共通プラットフォーム

④真庭の森林・里山の今を知り、考えるための住民向けICT④真庭の森林・里山の今を知り、考えるための住民向けICT

森林情報
DB

地理空間
情報DB
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齢級

岡山県森林研究所データ：地位級1密度階級1(上界）

岡山県森林研究所データ：地位級5密度階級5（下界）

西粟倉森林簿データ

西粟倉森林組合データ

③森林資源量予測シミュレーションによる森林経営高度化支援③森林資源量予測シミュレーションによる森林経営高度化支援

①森林資源量のモニタリング・災害時の現況把握①森林資源量のモニタリング・災害時の現況把握

真庭市農林振興課・バイオマス政策課森林作業者

森林研究所住民・産業ツアー参加者

林業の生産性向上
作業内容の管理
路網の計画的な整備及び管理
サプライチェーンの高度化・効率化。
災害時の山中被害状況把握。

モニタリング情報を住民や訪問者にも提供
住民・視察者：所有地の現況等を伝達し施業へ
の理解。
住民：モニタリングに基づく里山資源の発掘。

森林の将来予測から安定供給及び産業活
性化に向けた戦略策定
①からの現況情報、②からの作業や路網情報
に基づき、資源量（材）を将来予測。


